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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型）」は、2025年３月25日に第24期の決算を行ないま
したので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 2001年10月17日から原則無期限です。 
運 用 方 針 主として投資信託の受益証券に分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主 要 運 用 対 象 

年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型） 投資信託の受益証券を主要投資対象とします。 
日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド わが国の公社債および短期金融資産を主要投資対象とします。 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 
米国およびカナダの金融商品取引所上場株式およびＮＡＳＤＡＱ市場で取引されている株式
を主要投資対象とします。 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 欧州主要先進国の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式を主要投資対象とします。 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド アジア・環太平洋主要先進国の株式を主要投資対象とします。 
海外債券グローバル・ラップマザーファンド 海外の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型） 
株式への実質投資割合は、信託財産の総額の70％未満とします。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産ヘの投資は行ないません。 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少
額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 ＜958204＞ 

年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型） 
＜愛称 ＤＣ グローバル・ラップ・バランス（安定型）＞ 

第24期（決算日 2025年３月25日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

20期(2021年３月25日) 17,164 100 15.2 33.7 － 63.1 1.2 0.2 1,830 

21期(2022年３月25日) 17,526 100 2.7 33.9 － 63.1 △0.1 0.3 1,885 

22期(2023年３月27日) 17,204 0 △ 1.8 31.5 － 66.0 1.1 0.1 1,714 

23期(2024年３月25日) 19,273 0 12.0 32.9 － 63.3 0.5 0.1 1,773 

24期(2025年３月25日) 19,255 0 △ 0.1 31.7 － 64.4 0.0 0.1 1,775 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注）株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 複数の親投資信託を組み合わせることにより、中長期的な収益を得ることを目的としているため、適切なベンチマークおよび参考指数

はございません。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2024年３月25日 19,273 － 32.9 63.3 0.5 0.1 

３月末 19,331 0.3 33.0 63.2 0.7 0.1 

４月末 19,291 0.1 32.8 62.6 0.5 0.1 

５月末 19,245 △0.1 31.5 64.7 0.8 0.1 

６月末 19,533 1.3 32.7 63.3 1.1 0.1 

７月末 19,288 0.1 31.8 64.2 1.5 0.1 

８月末 19,227 △0.2 35.3 60.5 0.6 0.1 

９月末 19,250 △0.1 34.9 60.4 1.2 0.1 

10月末 19,494 1.1 35.4 60.5 0.6 0.1 

11月末 19,458 1.0 32.5 63.9 0.7 0.1 

12月末 19,715 2.3 33.5 61.3 0.5 0.1 

2025年１月末 19,614 1.8 32.4 63.2 △0.5 0.1 

２月末 19,256 △0.1 31.8 65.0 △0.2 0.1 

(期  末)       

2025年３月25日 19,255 △0.1 31.7 64.4 0.0 0.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○運用経過 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、マザーファンドを通じて世界各国の株式、債券に国際分散投資を行なうことで、中長期的な
信託財産の成長をめざして運用を行なっております。資産配分および運用アドバイザーの決定は、ＳＭＢＣグ
ローバル・インベストメント＆コンサルティングの助言をもとに日興アセットマネジメントが行なっており
ます。 

基準価額の騰落率（分配金込み）を各マザーファンドの騰落率に要因分解すると以下の通りです。 
 

   

期中の基準価額等の推移 
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（株式市況） 

国内株式市場は、2024年４月中旬にかけて世界的な半導体関連株の下落や中東情勢の緊迫化などを受けて

下落した後、円安基調を好感して７月中旬まで上昇するも、８月上旬に日銀の追加利上げを受けた急速な円高

進行や米国の景気減速懸念などから大幅に下落しました。その後、９月下旬にかけて米国利下げ期待で株価が

持ち直したものの、上値の重い展開となりました。10月下旬以降は、石破新政権の拡張的な財政政策への期待

や円安進行を好感して、12月下旬まで堅調に推移しました。2025年１月以降は、円高進行やトランプ大統領の

強硬な関税政策への懸念から売り圧力が強まり、期間末にかけて不安定な相場展開となりました。 

海外株式市場は、米国での予想を上回る物価上昇を受けた利下げ期待の後退を背景に長期金利が上昇した

ことなどから2024年４月中旬にかけて下落した後、７月中旬までは欧米のインフレ鈍化期待などから上昇し

ました。８月上旬には米国景気の減速懸念などから急落しましたが、米国の堅調な経済指標や利下げ期待など

を背景に10月中旬まで上昇基調となりました。11月に入ると米国大統領選挙でのトランプ氏の勝利を好感し

て上昇するも、12月から2025年１月中旬にかけては米国利下げペースの鈍化観測などから軟調に推移しまし

た。その後、２月中旬にかけて主要企業の好決算や米国金利低下を背景に上昇しましたが、期間末にかけては

トランプ大統領の強硬な関税政策による景気減速懸念が強まり、下落する展開となりました。 

 

（債券市況） 

内外債券市場では、国内債券は、日銀の金融政策正常化姿勢などを受けて2024年７月中旬まで下落基調で推

移した後、８月上旬の世界的な株安が買い材料となり下げ幅を縮めました。９月中旬以降は、米国金利の上昇

や日銀の追加利上げ観測などから、期間末まで債券売りが優勢となりました。一方、海外債券市場は、欧米の

早期利下げ観測後退から2024年４月下旬にかけて下落した後、米国のインフレ鈍化から利下げ期待が高まる

と、９月まで上昇しました。その後、米国で利下げが開始されたものの、利下げペースの鈍化懸念や財政悪化

懸念などを背景に、2025年１月中旬まで軟調に推移しました。期間末にかけては、米国の経済指標の悪化など

を受けたリスク回避姿勢の高まりから買いが優勢となりました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

  

投資環境 
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（当ファンド） 

各マザーファンドへの投資配分は、「ＳＭＢＣグローバル・インベストメント＆コンサルティング株式会社」

による投資助言などを受け、以下の比率をめどに運用を行ないました。 

当期間は株式資産に積極的な資産配分を継続しつつ７回の配分変更を行ないました。北米株式への配分を

抑制したことはわずかにマイナス効果となりましたが、他の株式資産や日本債券の配分がプラス効果となり

ました。期間を通じての当ファンドの資産配分の効果はプラスとなりました。 

なお、当期間中は、各マザーファンドにおける運用アドバイザーの変更は行ないませんでした。 

 

 
 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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（各マザーファンド） 

各マザーファンドにおいては、それぞれの運用アドバイザーが運用方針に沿って、信託財産の成長をめざし

て運用を行ないました。 

 

 
 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第24期 

2024年３月26日～ 
2025年３月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,485   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、マザーファンド受益証券を通じて分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざします。

また、市況見通しなどに応じて資産配分比率の調整を行なうことによって、収益の拡大を図ります。 

 

（各マザーファンド） 

各マザーファンドにおいては、それぞれの運用アドバイザーが運用方針に沿って、信託財産の成長をめざし

て運用を行ないます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

 

  

分配金 
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年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型）＜愛称 ＤＣ グローバル・ラップ・バランス（安定型）＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 218  1.122  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (117)  (0.605)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 90)  (0.462)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.014   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.013)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.006)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 5   0.026   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.021)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 227   1.168    

期中の平均基準価額は、19,391円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型）＜愛称 ＤＣ グローバル・ラップ・バランス（安定型）＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.16％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 7,017 31,049 8,957 43,357 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 1,894 19,035 2,420 26,811 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド 93,671 124,419 61,191 81,384 
北米株式グローバル・ラップマザーファンド 3,821 35,777 7,981 79,417 
欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 4,205 28,675 4,404 31,136 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 511 6,143 1,004 12,947 
海外債券グローバル・ラップマザーファンド 6,769 22,339 5,731 19,134 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

 

項 目 

当 期 
日本大型株式 

グローバル・ラップ 
マザーファンド 

日本小型株式 
グローバル・ラップ 
マザーファンド 

北米株式 
グローバル・ラップ 
マザーファンド 

欧州先進国株式 
グローバル・ラップ 
マザーファンド 

アジア太平洋先進国株式 
グローバル・ラップ 

マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 33,135,498千円 7,316,589千円 36,414,635千円 16,145,400千円 3,952,121千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 27,914,520千円 9,341,696千円 33,317,410千円 15,012,198千円 5,650,680千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.18   0.78   1.09   1.07   0.69   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定型）＜愛称 ＤＣ グローバル・ラップ・バランス（安定型）＞ 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年３月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 40,035 38,094 187,463 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 10,271 9,745 114,303 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 766,678 799,158 1,036,109 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 19,121 14,961 149,192 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 13,339 13,139 95,135 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 2,849 2,357 29,830 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 40,667 41,705 138,464 
 
（注） 各親投資信託の2025年３月25日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 5,356,858千口 ・欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 2,055,045千口 

 ・日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 790,888千口 ・アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 356,460千口 

 ・日本債券グローバル・ラップマザーファンド 16,049,512千口 ・海外債券グローバル・ラップマザーファンド 3,313,494千口 

 ・北米株式グローバル・ラップマザーファンド 3,017,617千口 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 187,463 10.5 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 114,303 6.4 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 1,036,109 58.0 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 149,192 8.4 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 95,135 5.3 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 29,830 1.7 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 138,464 7.8 

コール・ローン等、その他 35,518 1.9 

投資信託財産総額 1,786,014 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 北米株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（30,088,704千円）の投資信託財産総額（30,102,167

千円）に対する比率は100.0％です。 

（注） 欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（14,887,291千円）の投資信託財産総額

（14,942,019千円）に対する比率は99.6％です。 

（注） アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（4,465,870千円）の投資信託財産

総額（4,511,060千円）に対する比率は99.0％です。 

（注） 海外債券グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,026,421千円）の投資信託財産総額（11,257,313

千円）に対する比率は97.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=150.95円、1カナダド

ル=105.40円、1メキシコペソ=7.532円、1ユーロ=163.07円、1イギリスポンド=194.98円、1スイスフラン=170.99円、1スウェーデンク

ローナ=14.96円、1ノルウェークローネ=14.34円、1デンマーククローネ=21.86円、1チェココルナ=6.5404円、1ポーランドズロチ=39.0374

円、1ルーマニアレイ=32.7671円、1オーストラリアドル=94.86円、1ニュージーランドドル=86.39円、1香港ドル=19.42円、1シンガポー

ルドル=112.74円、1マレーシアリンギット=33.9778円、1南アフリカランド=8.27円、1香港・オフショア人民元=20.7675円。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,786,014,570   

 コール・ローン等 35,514,098   

 日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 187,463,999   

 日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 114,303,924   

 日本債券グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 1,036,109,629   

 北米株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 149,192,277   

 欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 95,135,127   

 アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 29,830,257   

 海外債券グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 138,464,787   

 未収利息 472   

(B) 負債 10,620,808   

 未払解約金 653,974   

 未払信託報酬 9,927,964   

 その他未払費用 38,870   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,775,393,762   

 元本 922,047,663   

 次期繰越損益金 853,346,099   

(D) 受益権総口数 922,047,663口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,255円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は919,938,449円、期中追加設定元本

額は85,657,697円、期中一部解約元本額は83,548,483円です。

（注） １口当たり純資産額は1.9255円です。 
 

○損益の状況 (2024年３月26日～2025年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 57,070   

 受取利息 57,070   

(B) 有価証券売買損益 17,840,770   

 売買益 58,217,376   

 売買損 △ 40,376,606   

(C) 信託報酬等 △ 19,923,465   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  2,025,625   

(E) 前期繰越損益金 321,763,511   

(F) 追加信託差損益金 533,608,213   

 (配当等相当額) (  547,786,123)  

 (売買損益相当額) (△ 14,177,910)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 853,346,099   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 853,346,099   

 追加信託差損益金 533,608,213   

 (配当等相当額) (  547,951,967)  

 (売買損益相当額) (△ 14,343,754)  

 分配準備積立金 326,617,374   

 繰越損益金 △  6,879,488   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2024年３月26日～2025

年３月25日の期間に当ファンドが負担した費用は4,901,686円

です。 
 

（注）分配金の計算過程（2024年３月26日～2025年３月25日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年３月26日～ 
2025年３月25日 

a. 配当等収益(経費控除後) 4,853,863円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 547,951,967円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 321,763,511円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 874,569,341円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,485円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年３月26日から2025年３月25日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

●当ファンドの投資顧問会社である「日興グローバルラップ株式会社」は、2024年10月１日付で「ＳＭＢＣグ

ローバル・インベストメント＆コンサルティング株式会社」へ商号変更いたしました。このたびの商号変更

後も、同社が提供する投資助言サービスに変更はなく、今後もこれまでの運用方針を継続してまいります。 

 

●日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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